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議案第 49号「令和 7年度弥富市
一般会計補正予算（第 7号）」

業務量調査等業務委託とは。
職員の業務の手順、所要時間

等を可視化し、課題分析や改善
策を検討し効率化・適正配置に
活用すること。

農業基盤整備事業の目的は。
松名地区の筏川護岸整備のた

め。

本市の中学校部活動に伴う費
用負担も大きいので、市民や企
業から寄付金を募っては。

保護者の会費負担に加え、地
元企業や有志の賛助会員・スポ
ンサーからの支援を受け、金銭
的支援や活動への協力を得る仕
組みを検討している。

反対

反対

反対

反対

反対

賛成那須英二、
佐藤仁志議員

那須英二議員

那須英二、
佐藤仁志議員

那須英二議員

那須英二、
佐藤仁志議員

横井克典議員可決

可決

認定

認定

認定

議案第39号　弥富市文化広場条例の一部改正について
議案第 40号　弥富市立武道場条例の廃止について
議案第 42号　弥富市役所支所設置条例の一部改正について

議案第 46号　弥富市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を
　　　　　　　定める条例の制定について

認定第 1号　一般会計決算認定

認定第 3号、4号、5号　国保、後期高齢者医療、介護保険特別会計決算認定

認定第 6号　下水道事業会計決算認定

少子高齢化と税収減の中、施設の更新費用が市の財
政に大きな負担となり公共施設等総合管理計画に基づき、
計画的に進める必要がある。廃止後も他の公共施設が
利用者の受け皿を担えることが確認されており、サー
ビスの継続に問題はない。

利用者数を考えれば、今すぐ廃止する必要がない。
公共施設等再配置計画を大きく見直していくべき。廃
止のメリット・デメリットに関する資料作成をせず、
パブリックコメントも実施していない。議会と住民を
軽視し合意形成が全くできていない。

保育現場は非常に大変で保育士が細心の注意を払っているところに、在園児以外の子が加わることで更なる負担となり
事故などのリスクが懸念される上、規制緩和により保育士資格のない指導者が加わるのであれば重大な事件事故につなが
りかねない。

自由通路事業の約1.4億円を学校へのエアコン設置や公共施設のトイレ洋式化など市民生活に直結する対策に充てるべき。
鉄道事業者に丸投げし、証拠書類の不備で適切に処理された確約がもてない。市の経費削減努力が見られない。

制度自体を大きく見直さなければならず、現状として加入者（被保険者）の負担が大きく、社会保障として制度を支え
るために国、県、市が大きな負担をし、利用者と被保険者の負担を下げなければ、制度自体が成り立たない。

下水道事業は原則受益者負担で、毎年多額の赤字を計上している。新規建設事業も依然として続いており、余計に負担
が増えていく。公共下水道と同等の浄化能力がある合併浄化槽に切り替えていくべきである。事業を進めていく予算の余
力はない。

反対 賛成那須英二、横井克典、
佐藤仁志議員 可決 議案第53号　工事請負契約の締結について

小学校統合の議論開始当初に反対意見が出なかったが、
計画の最終段階になってから意見や請願が出たのはタ
イミングが遅い。議会は議論を尽くした。直近の大雨
で十四山西部小学校西側の道路が冠水したが生活に支
障はなかった。

50cmのかさ上げ後も海抜マイナス1m程度で1階の
浸水の危険性が残る。十四山中学校跡地で新築の方が
優位である。請願署名が無視され不信感が残っている。
今後、議会と住民への丁寧な説明と合意形成を求める。

反対 佐藤仁志議員 可決
発議第２号　学校教員による不適切行為の多発に対し、
　　　　　　早急な再発防止策を求める意見書の提出について

趣旨には賛同するが厳罰化は教員を萎縮させ予防にならない。教員のメンタルヘルスサポート体制の言及がなく根本原
因が解決できない。冤罪防止のため通報制度は公正な手続きと細心の注意が必要で意見書は修正すべきである。

高橋八重典議員
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